








佐用町のハザードマップを事例に、豪雨時にとるべき避難行動を考えると次のようになる。自宅の

避難途中に流される・１階で亡くなるという被害が発生した佐用地区で浸水深さは最大で２ｍと想定

されており、浸水が始まってから避難することはむしろ危険であり、２階への「垂直避難」が命を守

るために必要な行動であったと考えられる。堤防近傍の住宅が流出するという被害が発生した久崎地

区では、地域全体として見ると３ｍを超す浸水深が想定される地区もあり地域全体として早い段階で

避難所への避難を行った事が人的被害０という結果につながっていると考えられる。また、多くの

人々が避難途中に命を失った幕山地区では浸水は想定されていないが、中小河川については浸水想定

計算が行われていない可能性もある。しかしながら計算が行われていない河川において３ｍを越すよ

うな浸水が発生する可能性は無く、浸水が始まった後のむやみな避難はかえって危険であり、浸水後

は自宅に留まるという行動をとる事が望ましかったと考えられる。

このようにハザードマップを用いた「日常学習 Notification」に基づき避難行動を行う事は命を守

る上で有用であるが、屋外における被災のもう一つのパターンである車での移動にはそこが危険かど

うかという事についての情報を得ることができない。カーナビを用いた情報発信の仕組み等が検討さ

れているが、車で移動中の死亡をどのようにして減らすのかについては今後の検討課題として残され

図４　佐用町ハザードマップ

 

（幕山地区）（出典 :作用町ハザードマップ） 
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